
章 節 分野 施策

6 1 3

年度

目標

単位 件 実績

目標

単位 件 実績

目標

単位 団体 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

25 25 25

26 28 23

42 42

42 42 42

10 15

4 8 18

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○「京田辺ええまちつくろうカ
フェ」の開催
・協働をテーマに市民団体の構
成員が交流する機会を設けるも
の。（参加２６団体）
○市民活動の支援
・わがまち“京たなべ”を美し
くする会に美化啓発推進団体補
助金を交付
・市民活動の活性化のため、え
えまちつくろう事業補助金を交
付（交付件数：４件）
・市民活動団体の情報を発信す
る京田辺市市民活動団体情報
ウェブサイトの更新
○地域コミュニティの活性化
・自治振興費交付事業（交付件
数：４２件）

○「京田辺ええまちつくろうカ
フェ」の開催
・協働をテーマに市民団体の構成
員が交流する機会を設けるもの。
（参加２８団体）
○市民活動の支援
・わがまち“京たなべ”を美しく
する会に美化啓発推進団体補助金
を交付
・市民活動の活性化のため、ええ
まちつくろう事業補助金を交付
（交付件数：8件）
・市民活動団体の情報を発信する
京田辺市市民活動団体情報ウェブ
サイトの更新
○地域コミュニティの活性化
・自治振興費交付事業（交付件
数：４２件）

○市民活動の支援
・わがまち“京たなべ”を美し
くする会に美化啓発推進団体補
助金を交付
・市民活動の活性化のため、え
えまちつくろう事業補助金を交
付（交付件数：18件）
・市民活動団体の情報を発信す
る京田辺市市民活動団体情報
ウェブサイトの更新
○地域コミュニティの活性化
・自治振興費交付事業（交付件
数：４２件）

指標
ええまちつくろう事業補助金の交付
件数

12 8

指標
自治振興費（連携推進費）交付件数

42 42

指標
ええまちつくろうカフェの参加者

15

事
業
計
画

・ええまちつくろう補助金
・ええまちつくろうカフェ
・わがまち“京たなべ”を美し
くする会への支援
・自治振興費交付事業

・ええまちつくろう補助金
・ええまちつくろうカフェ
・わがまち“京たなべ”を美しく
する会への支援
・自治振興費交付事業

・ええまちつくろう補助金
・ええまちつくろうカフェ
・わがまち“京たなべ”を美し
くする会への支援
・自治振興費交付事業

・ええまちつくろう補助金
・ええまちつくろうカフェ
・わがまち“京たなべ”を美しくする
会への支援
・自治振興費交付事業

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 183 事務事業名 市民協働推進事業
総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

51,090
Ⅱ-1

事業概要

政策形成過程への市民参画の推進。市民の主体的な地域課題解決に向けたコミュ
ニティ組織の広域的な連携の仕組みづくり。講座の開設や情報交換の場を提供
し、まちづくりを担う団体や人材を育成。活動拠点の整備検討と専門的支援機能
を創設。

担当課 市民参画課

取組実績



章 節 分野 施策

1 1 1

年度

目標

単位 箇所 実績

目標

単位 組織 実績

目標

単位 地区 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

コロナ禍における避難所運営訓
練の中止と防災士資格取得講習
の開催縮小などが影響したもの
と考える

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

30 36 42

19 22 24

29 増加

27 28 28

12 13

10 11 12

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○地域防災計画の改訂
○避難所運営個別マニュアルの
作成
○地域版マイ防災マップの作成
○災害対策備品の購入

○地域防災計画の改訂
○避難所運営訓練の実施（大住小
学校）
○避難所運営個別マニュアルの作
成（大住小学校）
○地域版マイ防災マップの改訂
○災害対策備品の購入

○地域防災計画の改訂
○避難所運営訓練の実施（三山
木小学校）
○避難所運営個別マニュアルの
作成（三山木小学校）
○地域版マイ防災マップの改訂
○災害対策備品の購入

指標
避難所運営訓練を実施した避難所の
数

11 11

指標
自主防災組織設立数

28 28

指標
防災士資格取得者のいる区・自治会
数

24

事
業
計
画

・避難所運営訓練の実施（大住
小学校）
・自主防災組織の育成支援
・防災士資格取得支援

・避難所運営訓練の実施（三山木
小学校）
・自主防災組織の育成支援
・防災士資格取得支援

・避難所運営訓練の実施（普賢
寺小学校）
・自主防災組織の育成支援
・防災士資格取得支援

・避難所運営訓練の実施（同志社国際
高等学校）
・自主防災組織の育成支援
・防災士資格取得支援

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 1 事務事業名
防災・減災・危機

管理事業
総合計画
体系

重点Ｐ
総コ
スト

53,071Ⅱ-2,Ⅱ
-3

事業概要

避難所運営訓練の実施、自主防災組織の育成支援、防災士資格取得支援、防災情
報伝達の充実と避難環境の整備による地域防災力の強化。職員の訓練や研修など
による庁内体制の充実。災害ボランティアセンターなど関係機関と連携した広域
受援体制の整備。

担当課 安心まちづくり室

取組実績



章 節 分野 施策

1 2 1

年度

目標

単位 ％ 実績

目標

単位 回 実績

目標

単位 台 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

地域消防力の充実 地域消防力の充実 地域消防力の充実

各部単位で自治会等に働きかけ
た。新型コロナウィルス感染防
止対策により
消防団役員や消防本部職員での
活動は出来なかった。

各部単位で自治会等に働きかけ
た。新型コロナウィルス感染防
止対策により消防団役員や消防
本部職員での活動は出来なかっ
た。

各部単位で自治会等に働きかけ
た。新型コロナウィルス感染防
止対策により消防団役員や消防
本部職員での活動は出来なかっ
た。

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

2 0 2

－ 2 0

13 19

5 5 5

93.9 93.9

89.6 81 81

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

〇各種訓練
・新入団員を対象とした訓練を2
回に分けて実施した。
〇消防団への加入促進
・木樽演技隊を再結成し、メン
バーや指導者と練習方法や日程
を調整した。
・複数の部で自治会に新規入団
の必要性を説明した。
・消防団員報酬について活動実
績のある団員個々の口座に入金
を行った。
〇消防団装備等の充実
・活動服、制服等を整備した。
・消防団からの仕様変更要求に
見合った積載車購入に伴う予算
要求事務を進めた。
・補助金を活用し無線機を各部
に配備した。

〇消防団員の処遇改善
・年額報酬の支給対象となる団
員を追加するとともに、団員の
年額報酬の引き上げ、出動報酬
に係る規定を追加した。
総務省からアドバイザーを招き
消防団加入促進の講話を受け
る。
・分団長を中心に分団単位で訓
練を実施。

〇消防団への加入促進
・消防団員の負担軽減を鑑み市
操法大会を廃止。
・R2から再結成した木樽演技隊
の練習を見学し、入団に結びつ
いた。

指標
消防団員数充足率

93.9 93.9

指標
消防団加入促進活動回数

10 13

指標
小型動力ポンプ付積載車更新整備
（現有３０台）

－

事
業
計
画

・消防操法、礼式訓練等の実施
・大学、商業施設、駅等での加
入促進活動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更
新整備

・消防操法、礼式訓練等の実施
・大学、商業施設、駅等での加
入促進活動
・消防学校等へ入校

・消防操法、礼式訓練等の実施
・大学、商業施設、駅等での加
入促進活動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更
新整備

・消防操法、礼式訓練等の実施
・大学、商業施設、駅等での加入促進
活動
・消防学校等へ入校
・小型動力ポンプ付積載車の更新整備

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 6 事務事業名
消防団育成・強化

事業
総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

20,649
Ⅱ-3

事業概要
消防団員の加入促進、消防に必要な知識技術の習得、小型動力ポンプ付積載車の
更新整備など、消防団組織の充実と育成、強化を推進。

担当課 消防総務課

取組実績



章 節 分野 施策

1 4 2

年度

目標

単位 件 実績

目標

単位 台 実績

目標

単位 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

寄附による防犯カメラ設置が３基
あったため、目標を上回った

寄附による防犯カメラ設置が３
基あったため、目標を上回った

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

42 51

36 42 48

267 減少【固定】

289 268 344

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○防犯灯の設置
・区･自治会からの要望に基づ
き、防犯灯を設置
○防犯カメラの設置
・諏訪ヶ原公園、田辺公園、さ
くらの丘公園、健康ケ丘交差点
に新規設置
・新田辺駅前（３基）及び三山
木駅前（1基）の機器を更新

○防犯灯の設置
・区･自治会からの要望に基づ
き、防犯灯を設置
○防犯カメラの設置
・大住跨線橋、薪井手（山手幹
線）、三山木小学校前に新規設置
・新田辺駅前（４基）の機器を更
新

○防犯灯の設置
・区･自治会からの要望に基づ
き、防犯灯を設置
○防犯カメラの設置
・ぽっかり公園、防賀川公園、
口駒ヶ谷公園に新規設置
・松井山手駅周辺、京田辺駅、
三山木駅の機器を更新

指標
市内刑法犯総数

428 288

指標
防犯カメラ新規設置台数（延べ）

38 39

指標

事
業
計
画

・防犯カメラ新規設置（リー
ス）
・防犯灯の新規設置
・啓発活動の実施

・防犯カメラ新規設置（リース）
・防犯灯の新規設置
・啓発活動の実施

・防犯カメラ新規設置（リー
ス）
・防犯灯の新規設置
・啓発活動の実施

・防犯カメラのリース契約による維持
管理
・防犯灯の新規設置
・啓発活動の実施

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 19 事務事業名 防犯推進事業
総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

35,420
Ⅱ-4

事業概要
警察などの関係機関・団体、防犯ボランティアと連携した防犯啓発活動による地
域防犯力の強化。防犯情報の発信による啓発、防犯カメラ、防犯灯の設置などの
防犯環境の整備。

担当課 安心まちづくり室

取組実績



章 節 分野 施策

5 2 4

年度

目標

単位 m 実績

目標

単位 実績

目標

単位 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｃ．縮小
（コストを減少させる）

引き続きバリアフリー基本構想
に基づく生活関連経路の整備工
事を進めるため。

引き続きバリアフリー基本構想に
基づく生活関連経路の整備工事を
進めるため。

令和５年度は整備箇所の洗い出
しで、工事はなし。

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

3104 3188

2936 3020 3104

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○田辺駅前幹線1号線ほか
○田辺大通線

○田辺大通線(歩道改良工事)
○新田辺駅前線他3線(歩道改良
工事を実施)

指標
整備延長
（総延長：約４２００ｍ）

2936 3020

指標

指標

事
業
計
画

・工事 ・工事
・生活関連経路外を含めた対策
箇所の洗い出し

・工事（生活関連経路外含む：新田辺
駅前線、草内薪線、区画内街区道路
他）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 151 事務事業名
バリアフリー基本
構想整備事業

総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

15,000
Ⅱ-4

事業概要
高齢者や障がいのある人などすべての人に安全・安心な歩行空間を確保するた
め、段差解消や視覚障がい者誘導用ブロックなどを整備。

担当課 都市整備課

取組実績



章 節 分野 施策

5 3 1

年度

目標

単位 回 実績

目標

単位 組 実績

目標

単位 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ａ．拡充
（コストを増加させる）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

ソリデール事業における補助制
度の創設（家賃・住宅改修費）

引き続きソリデール事業を促進す
るため。

引き続きソリデール事業を促進
するため。

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

1 1

4 1 2

2 2

2 3 3

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○相談会の開催
・空家に関する相談会を開催し
た。（7/28開催、2/1開催）
・京田辺市シルバー人材セン
ターと「空家等の適正な管理の
推進に関する協定」を締結し
　た。（8/11）
・空家等対策協議会設置に向け
庁内検討を実施した。（7/21経
営会議）
○ソリデール事業
・ソリデールに関する事業概要
リーフレットを作成した。（9
月）
・ソリデールに関するフォーラ
ムを開催した。（10/24開催）

○相談会の開催
・ＪＴＩマイホーム借上げ制度説
明会を開催した。（７/１７）
・空家に関する相談会を開催し
た。（7/2７、2/２）
・空家等対策の推進に関する条例
及び施行規則を制定した。（３/
３１）
○ソリデール事業
・ソリデールに関する相談会を開
催した。（７/２６、９/２５、１
１/２５）
・ソリデールに関するフォーラム
を開催した。（９/２５）
・ソリデール事業補助金を交付し
た。（家賃補助５件、改修費補助
３件）

○相談会の開催
・ＪＴＩマイホーム借上げ制度
説明会を開催した。（９/２３）
・空家に関する相談会を開催し
た。（7/2８、１/３０）
○ソリデール事業
・ソリデールに関するフォーラ
ムを開催した。（７/２３）
・ソリデール事業補助金を交付
した。（家賃補助２件、改修費
補助２件）

指標
相談会の開催

2 2

指標
若者（大学生等）と高齢者のマッチ
ング

0 1

指標

事
業
計
画

・相談会の開催
・ソリデール事業開始（業者委
託）
・家賃、改修補助実施

・相談会の開催
・ソリデール事業継続（業者委
託）
・ソリデール事業補助（家賃、改
修費）

・相談会の開催
・固定資産税納付書送付時に適
切管理の依頼文同封
・空家除却補助制度の創設
・ソリデール事業継続（業者委
託）
・ソリデール事業補助（家賃、
改修費）

・相談会の開催
・空家除却、改修補助
・ソリデール事業継続（業者委託）
・ソリデール事業補助（家賃、改修
費）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 153 事務事業名 空家等対策事業
総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

5,383
Ⅱ-5

事業概要
住宅のライフサイクルに応じた空家等対策（空家に関する相談会、除却・改修補
助など）の実施。若者（大学生など）と高齢者が同居し交流するソリデール事業
の実施。

担当課 開発指導課

取組実績



章 節 分野 施策

1 1 1

年度

目標

単位 ％ 実績

目標

単位 ％ 実績

目標

単位 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ａ．拡充
（コストを増加させる）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

用地取得だけではなく、整備に
向けた委託業務を進めるため。

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

100 －

100

100 100

89 99 99

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○用地取得
・用地取得の交渉
・用地買収（１０筆）
・関係部局と整備に向けた協議
を実施

○用地取得
・用地取得の交渉
・用地買収（１４筆）
・関係部局と整備に向けた協議を
実施

○用地取得
・用地取得の交渉
・用地の基金購入分の買い戻し
を実施
・関係部局と整備に向けた協議
を実施
○基本設計
・造成工事に係る基本・実施設
計を作成

指標
用地取得状況

85 100

指標
第１期整備造成工事に係る設計業務

指標

事
業
計
画

・用地買戻し
・基本計画の策定

・用地買戻し
・造成に係る基本設計及び実施設
計

・用地買戻し
・造成工事
・建築に係る基本設計及び実施
設計

・用地買戻し
・造成工事
・建築に係る基本設計及び実施設計
・建築工事

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 2 事務事業名 防災広場整備事業
総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

0
Ⅱ-6

事業概要
京奈和自動車道田辺西ＩＣ西側における災害復興活動拠点として防災広場の整備
を推進。

担当課 安心まちづくり室

取組実績



章 節 分野 施策

1 3 2

年度

目標

単位 m 実績

目標

単位 m 実績

目標

単位 実績

達成度

備考

次年度
への方
向性

備考

Ａ
（

行
動
）

次年度以降の対応

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

２
次
評
価

Ａ．拡充
（コストを増加させる）

Ａ．拡充
（コストを増加させる）

Ｂ．維持
（コストを同程度に維持する）

防賀川放水路事業に着手するた
め。

新西浜放水路整備事業に加え、吉
原川の河川改修工事に着手するた
め。

引き続き、新西浜放水路整備事
業及び吉原川河川改修事業を推
進するため。

吉原川については翌年度繰越を
実施し、現在施工中であるため
実績値を示すことが困難な状態
にあるが、進捗は概ね目標通
り。

Ｃ
（

評
価
）

取組評価

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

１
次
評
価

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

0 80

0

90 180

0 0 0

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取
組
（

D
o
）

事
業
実
績

○松井川田橋（府施行事業負担
金支出）

○吉原川：令和４年度工事に向け
た調整を実施
○新西浜放水路：令和４年度用地
取得に向けた補償調査に着手

○吉原川：河川改修工事の実施
○新西浜放水路：整備に向けた
測量設計及び用地取得

指標
吉原川の改修延長L=270m

0 0

指標
新西浜放水路の改修延長L=３２５m

指標

事
業
計
画

・実施に向けた取組み等

【吉原川河川改修事業】
・工事
【新西浜放水路整備事業】
・用地、補償

【吉原川河川改修事業】
・工事
【新西浜放水路整備事業】
・用地、補償、工事

【吉原川河川改修事業】
・工事
【新西浜放水路整備事業】
・工事

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

概
要
（

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

事業概要

管理番号 16 事務事業名 河川改修事業
総合計画
体系

重点Ｐ 総コ
スト

133,054
Ⅱ-7

事業概要
水害からの安全性の確保に向けて、安全・安心のまちづくりの骨格をなす都市基
盤施設である小河川（吉原川）についての整備改修。

担当課 都市整備課

取組実績


